
耐性菌感染症の治療においては、バンコマイシンやアミノグリコシドの使用が必

要となる場合があり、これらの薬剤に対する治療薬物モニタリング（TDM）の理

解と実践が重要です。米国では2020年にバンコマイシンの新たなガイドライン

が発表され、さらに2025年にはアミノグリコシドのガイドラインも発表される

予定です。これら両方のガイドラインの著者の一人であるJennifer Le博士に、

主要な推奨事項の紹介、これらの薬剤におけるTDMの実践的アプローチを解説い

ただきます。さらに、米国で先進的に取り組まれている在宅での静脈点滴療法に

ついてもご解説いただき、そのメリットについてご紹介いただきます。
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